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自己紹介

•秋田県大仙市 
• 花火、あきたこまち、枝豆 
• 秋田高専卒 
• 印刷機製造会社勤務 
• 測定装置などの開発会社勤務 
• 父親の建設会社に新設ソフト部門が 
• 有限会社伊藤ソフトデザインに 
• 製造設備のソフトがメイン 
• iOSアプリ

• Akita.m 
• Akita Ruby Meeting

• iUnitTest 
• iRubyKaigi

コミュニティ経歴

プロダクト
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製造業
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製造業と一口にいっても
食料品 繊維 木材 家具

パルプ・紙 印刷 化学 石油

プラスチック ゴム 革 窯業

鉄鋼 非金属 金属 はん用機械

生産用機械 業務用機械 電子部品 電気機械

情報通信機械 輸送用機械 その他
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製造業のプログラム
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PLC
"プログラマブルロジックコントローラは、リレー回路の代替装置として開発さ
れた制御装置である。工場などの自動機械の制御に使われるほか、エレベー
ター、自動ドア、ボイラー、テーマパークの各種アトラクション（遊具）など、

身近な機械の制御にも使用されている。" 

https://ja.wikipedia.org/wiki/プログラマブルロジックコントローラより 

PLC本体(CPU) 拡張モジュール

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%97%E3%83%AD%E3%82%B0%E3%83%A9%E3%83%9E%E3%83%96%E3%83%AB%E3%83%AD%E3%82%B8%E3%83%83%E3%82%AF%E3%82%B3%E3%83%B3%E3%83%88%E3%83%AD%E3%83%BC%E3%83%A9
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リレー回路とPLC
リレー回路

X0

X1

Y0 Y0 Y0

Y0
どの様に接続するかはラダー図で表現 
ラダー図を作るのがプログラミング

Y0 = (X0 + Y0) ・X1
_

PLC
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PLC

スイッチやランプをI/O
モジュールにつなぐ

下の論理式と等価

Onボタンで点灯 
Offボタンで消灯
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デバイス
• スイッチやランプなどはデバイス
として表現される 
• デバイス 
• X: 入力(スイッチ、センサー) 
• Y: 出力(モーター、シリンダー) 
• M: 内部コイル  
(タッチパネルの入出力、状態) 
• D: データ 
(カウント、センサー値など)

Xデバイス

X0X1X2X3…XF

Y

Mデバイス

Dデバイス

Y0Y1Y2Y3…YF

M0M1M2M3…MF

D0

. . .

. . .

. . .

. . .

• 内部ではメモリとして表現 
• Bitデバイス 
• WORDデバイス
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デバイス情報の取得
• 装置内の様々な情報を知ることが出来る

• 運転状況、異常の発生、温度、生産数、etc…


• 通信でデバイス情報を得られる

• 通信モジュール(CPU内蔵もあり)


• シリアル、Ethernet

• プロトコル実装でプログラムレス。設定は必要


• 利用例

• タッチパネル、データロガー、上位システムなど

タッチパネル

データロガー

irBoard

iPadをタッチパ
ネルとして使用で
きるアプリ
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Ladder Drive
https://github.com/ito-soft-design/ladder_drive
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Ladder Drive
• Gemパッケージ 
• PLCとの通信機能 
• Virtual PLC 
• エミュレーター 
• デバイスデータ空間 
• PCやRaspberryPi等で動作 

• 元々はPLCメーカー毎に差があり共通
化できないのでPLC内にVirtual PLC
を作り共通化しようとした実験的な取
り組みだった 
• IoTハブとして活用しよう
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IoTハブとしての活用
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IoT: 製造装置から情報を集める
• Virtual PLCはデバイスのデータ空間を持つ 
• 共有空間として 
• 複数のPLCの情報をマッピング 
• 通信でやり取りする 

• 複数のPLCがリンクするやり方としてよく使われている

from PLC A

to PLC A

Virtual PLC 
エミュレーター 
データ空間

to Virtual PLC

from Virtual PLC

PLC C

to Virtual PLC

from Virtual PLC

PLC B
from PLC B

to PLC B

to Virtual PLC

from Virtual PLC

PLC A

from PLC C

to PLC C
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エミュレーターの拡張
• エミュレーターの拡張方法 
• 基本はPLC 
• プラグインで拡張 
• データ空間への読み書き 
• 設定ファイル(YAML) 
• 有効/無効 
• データ空間の何処に 
• 通信方式 
• etc . . .

ラダー処理

プラグイン A

プラグイン B

プラグイン xx

. . . 



有限会社伊藤ソフトデザイン

plc_mapper_plugin.rb
  #config/plugins/plc_mapper.yml 
  - description: PLC A 
    protocol: mc_protocol 
    host: localhost 
    port: 5010 
    interval: 10 
    mapping: 
      read: 
        - plc: M1000-M1099 
          ld: M0 
     write: 
       - plc: M100-M199 
          ld: M1100

from PLC A

to PLC A

Virtual PLC 
エミュレーター 
データ空間

to Virtual PLC

from Virtual PLC

PLC A
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集めた情報はどこへ？
• クラウド側がネックになる部分 
• 自分で作れれば良いが 
• RubyだったらRuby on RailsやSinatraで 
• PLC技術者は知識を持っていない 
• システム開発を依頼 
• 最初はどのデータが有効か手探り 
• 無駄になるかも知れない 
• 多額の開発費かけられない 

• Webサービスを利用 
• 一般的に利用されているWebサービスをうまく活用
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IoTで期待されること
• 異常などの通知 
• 見える化 
• 稼働状況、稼働率 
• 達成率 
• リソースの使用量(電力、エアー、etc…) 
• 品質 
• トレーサビリティ

• 作業効率化 
• ミス防止 
• 最適化 
• 在庫管理 
• 最適化
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Webサービスを利用
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異常などの通知
• IFTTTを活用 
• ifttt_plugin.rb # config/plugins/ifttt.yml 

web_hook_key: <%= 
ENV['IFTTT_WEB_HOOK_KEY'] %> 
events: 
  - name: notify_alert 
    trigger: 
      device: M1000 
      type: raise 
   params: 
      value1: 温度異常

https://ifttt.com

アプレット 
 WebHook > IFTTTアプリ
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見える化
• グラフ表示 
• Ambientを活用 
• ambient_plugin.rb

# config/plugins/ambient.yml 
channels: 
  - channel_id: 12345 
   write_key: <%= 
ENV['AMBIENT_WRITE_KEY'] %> 
    trigger: 
     type: interval 
     interval: 60 
   devices: 
      d1: 
        device: D30

https://ambidata.io
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見える化
• 状況表示 
• Trelloを活用 
• trello_plugin.rb

# config/plugins/trello.yml 
consumer_key: <%= 
ENV['TRELLO_CONSUMER_KEY'] %> 
consumer_secret: <%= 
ENV['TRELLO_CONSUMER_SECRET'] %> 
oauth_token: <%= 
ENV['TRELLO_OAUTH_TOKEN'] %> 
events: 
  - trigger: 
      device: M100 
      type: raise 
    board_name: IRB-DEMO-01-TRELLO 
    list_name: 運転中 
    card_name: 製造装置A 
  - trigger: 
      device: M100 
      type: fall 
    board_name: IRB-DEMO-01-TRELLO 
    list_name: 停止中 
    card_name: 製造装置A

https://trello.com
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品質
• トレーサビリティ 
• Slackを活用 
• slack_plugin.rb

device_comments: 
  M210: 部材詰まり異常 
events: 
  - webhook_url: <%= ENV['SLACK_WEBHOOK_URL'] %> 
    trigger: 
      type: raise_and_fall 
   format: 
      raise: 製造装置Aで __device_comment__ が発生しました。
(__time__) 
      fall: 製造装置Aで __device_comment__ が解除されました。
(__time__) 
    devices: M210

https://slack.com
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関係図

設定ファイル

Ladder Drive

クラウドサービス
irBoard

その他の
情報

ここだけで済む

複数のPLCから
情報収集

データ空間 プラグイン
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まとめ
•Virtual PLCを作った 
•IoTに使えそう 
•プラグイン機能 
•共有メモリにデータを集約 
•PLC関係なくてもいい 
•センサーからの値など 
•Webサービスへのデータ送信 
•設定ファイル変更でカスタマイズできる 
•今後 
•対応プロトコルの種類増やす 
•ルールの洗練
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ご清聴ありがとう 
ございました


